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：評価する年度 ：対照期間 ：参考値（評価に使用しない）

対照期間の見直しについて

新潟県原子力安全対策課

１ 対照期間 

柏崎刈羽原子力発電所からの影響を確認するため、環境放射線監視調査結果を対

照期間の測定値と比較して異常値を検出します。 

①事前調査期間（～昭和 59 年 12 月まで） 

②事故前平成 17～21 年度 

③平成 28 年度以降  

２ 異常値の抽出・詳細調査 

①～③の期間の値とそれぞれ比較する。 

いずれかの値を超えた場合に詳細調査を実施し、事象報告としてまとめる。 

※対照期間の測定値の範囲と比較して、計数誤差を加味しても上限値を超える場合

を「超える」と区分 

３ 今後の対応案 

  （１）平成 28 年度以降の測定値が５年分得られた時点で、改めて対照期間の見直しを

検討する。 

（２）それまでの間、次年度の対応について評価会議で確認する。 

例）平成 29 年度の評価後、平成 30 年度の評価（事故後）に平成 28～29 年度を使

用することで良いかどうかを確認 

毎年度、対照期間に加えるかを

評価会議で確認する
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